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活性酸素は、生体分子に非特異的な化学損傷をもたらす単なる毒性因子ではなく、精密に制御されたシグ

ナル伝達機構の担い手であるというコンセプトが生命科学分野に広く受け入れられつつある。本領域研究で

は、化学と生物系が融合したケミカルバイオロジーの新たな視点から、活性酸素によるシグナル伝達研究を展

開することにより、多彩な生命現象と疾患病態に関与している活性酸素の生理機能の解明と生物種に普遍的

に発現されている活性酸素シグナルの統合的理解を目指している。具体的には、活性酸素のシグナル伝達経

路を構築する、「活性酸素シグナルの産生制御」、「シグナル・センサー分子連関と機能制御」、「エフェクター分

子機能制御」の３つの経路を対象研究分野とし、活性酸素シグナルの受容からエフェクター分子による制御機

構の解明に向けた研究を、分子〜細胞〜個体レベルで幅広く総合的に展開する。このために、生物化学、生

化学、化学、細胞生物学、分子生物学、薬学、医学生物学等の幅広い分野の第一人者が一堂に会してそれぞ

れの専門分野を探求しながら、互いに効果的な有機的連携を図り、領域研究を推進する。本領域の成果は、生

命科学の幅広い分野における学術展開に資するとともに、メタボリックシンドローム、感染・炎症、老化、発がん

などの病態解明と抗酸化的な予防対策・治療戦略の確立のための基盤となるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


